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第５回（仮称）えんがる町民センター建設検討協議会施設部会会議録 
 

○ 日 時  平成２９年９月１日（金）午後６時 

○ 場 所  遠軽町役場 ３階 第３・４会議室 

○ 出席者  別紙のとおり 

○ 会議内容 

１ 開会  

 

２ 議題  

 説明：地域拠点施設準備室 今井 遠軽町商工会議所 渡邊会頭 

 

（１）諸室条件シートについて 

説明要旨 

（地域拠点施設準備室 今井） 

・ これまで意見をいただいた諸室条件シートについては、最終的にまとめたものを本日配

布している。コンサルから説明をいただき、再度、意見を伺いたい 

（コンサルタント） 

・ 諸室の配置構成・規模の検討・確定に向けて、加筆した部分を中心に説明し、未確定事

項・検討事項の確認をする。  

・ 地下１階、用具庫について、面積５０㎡を確保している。太鼓の大きさ等のリストを提

供いただきたい。隣のスタジオで太鼓の練習ができる。 

・ １階、大ホールについて、ステージのみの部分貸しは、幕を収納するための空間がある

ことや、空調の問題を考えると難しい部分である。 

・ 残響可変装置について、音楽を主体にするホールということと、６００席程度という席

数から、そういった装置は設けず、講演会でも支障のないような設定で音響計画を進めた

い。 

・ 音響反射板について、講演や演劇なども想定し、可動式を計画しており、このホールに

合うものを、専門家を交えて検討中である。 

・ 車椅子の席数は道の条例に基づき４席を想定しているが、高齢化の流れの中で席数を増

やすことも、改めて議論いただきたい。 

・ 立見席について、あまり多く取ると、鑑賞室から見えにくくなる問題があるが、最後列

の席を外したり、通路幅を広くしたりするなどの対応を検討している。 

・ ステージについて、吊り物がどの程度必要になるか、専門家を交えて検討中であり、具

体的になってきたら報告したい。 

・ プロセニアムの大きさについて、幅１８ｍ×高さ９ｍであり、一般のホールより大きめ

となっている。講演会など、大きさを必要としない場合は、幕を用いて大きさを調整する

可変式を想定している。 

・ ステージの大きさについて、幅１８ｍ×奥行１１ｍであり、奥行は若干足りない可能性

があり、増えるかもしれない。 
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・ 袖舞台について、吹奏楽で次の団体が待つスペースにもなるため、できる限り広く取り

たいと考えている。 

・ 楽屋１・２について、１つはシャワーとトイレを設置する。 

・ 荷捌き室について、ウィング車のトラックの利用にも対応できるようにしたい。 

・ 倉庫１・２について、名寄や士別のホールを調べた上で、広さと容積を確保する。 

・ リハーサル室について、吹奏楽では音出しや音合わせでの利用を想定している。 

・ 小ホールについて、前回から向きを９０°回転している。この町民センターは子どもた

ちが集まれるところにしたいと考えており、交流ホールは幼児から小学生、ホワイエは中

高生を対象とすることを想定している。また、その他の検討事項として天井の高さや照

明・音響等の仕掛け、映画の上映方法、倉庫についてなどがある。 

・ 福祉センター機能部分について、調理研修室は炊き出しでの利用を想定している。ふぁ

ーらいとの利用も含めて検討したい。 

・ 託児室について、そこで働く人数や利用する子どもの人数は考慮して、トイレ・シャワ

ーの設置を検討する。 

・ 厨房について、カフェに隣接して設置している。カフェの規模は現在福祉センターに入

居しているものと同等程度を想定している。 

・ 持込図書保管庫について、当面取り下げておくこととし、必要であれば設置したい。 

・ エントランスについて、ポスター等の掲示スペースを確保している。 

・ 交流ラウンジについて、コンビニエンスストアやお土産品の販売スペース、鉄道ジオラ

マ展示等の意見もあるが、子ども達の声を取り入れていきたい。 

・ ２階について、会議室 1 は吹奏楽での利用を想定し遮音に配慮する。会議室２・３につ

いて、稼働間仕切とし一体的な利用も可能であるが、遮音性能について検討しなければな

らない。会議室４・５についても同様である。 

・ 和室について、楽屋としての利用も可能とし、建具で間仕切した中で一体的な利用も可

能とする。茶室としての利用も想定し水屋を設置する。 

・ 鑑賞室について、基本的には子どもの利用を想定しているが、VIP の利用もあるものと

して検討する。 

・ ２階事務室 B は約８０㎡として、商工会議所の利用を想定する。 

・ 空調について、音の発生を少なくする必要があり、専門業者と検討していく。 

・ 再生可能エネルギーについて、今後、協議の上確定していく。 

・ エレベーターについて、２台設置することとし、ストレッチャーに対応したものを検討

している。 

・ ＪＲ遠軽駅との行き来をする公共歩廊について、利用者が憩えるような空間を提案した

い。 

（地域拠点施設準備室 今井） 

・ カフェについては、協議の上、継続して「ＮＰＯ法人さわやか」が運営する。障害を持

つ方が引き続き厨房での作業を行い、接客については、さわやかの職員で対応。土日のイ

ベント時などもシフトを変更して対応可能。 

・ 事務室Ｂは、商工会議所の事務所を想定。図面では８０㎡となっているが、事務室Ａの

４０㎡を合わせると１２０㎡。イベント時のみ利用する主催者事務室も合わせると、１４

０㎡となる。書類等をどこのスペースに収納するのか検討していく。 
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【意見】 

発言者 内容 

コンサル 小ホールの席数が、条件シートでは２４０席となっているが、図面では３

３０席となっていて差異があることを訂正させていただきます。 

事務局 ２階の部分に給湯室はないのでしょうか。 

コンサル 入れるように修正したいと思います。 

伊藤委員 消火栓については、どのように考えているのでしょうか。設置予定はあり

ますか。 

コンサル 消火栓の設置については、より詳細な図面ができてから考える予定です。 

 

（２）(仮称)えんがる町民センター建設基本計画について 

説明要旨 

（コンサルタント） 

・ 前回からの変更点を確認。 

・ 建物の配置と土地利用について、ＪＲ軌道沿いに駅までの進入路を用意する。歩道につ

いても建設課と協議の上、連動した形での整備を検討している。 

・ 駐車場の駐車台数は約１５０台。 

・ 主玄関は南側の岩見通沿いの玄関となり、西側に副玄関、北側岩見通沿いの副玄関は遠

軽駅へのバリアフリーの公共歩廊とつながる入口となる。 

・ 駐車場は交通安全のため、ワンウェイでぐるっと回れる形としている。イベント時等に

ついては、出入口に制限を設けて、管理しやすくすることもある。 

・ 小ホールの配置について、前回から９０°方向が変わっており、交流ホールの独立した

利用を考慮した形となっている。 

・ リハーサル室周りについて、当初は階段があり、それに伴って吹き抜けがあったが、そ

れらについてはなくしている。 

・ 大道具の搬入車路について、当初はその空間が外に飛び出ていたが、中に納める形にし

ている。 

・ ２階会議室等の配置については、後々のことも考えて検討したい。 

・ 事務室Ｂには商工会議所が入ることとして、広さについても再度検討したい。 

・ 地下の機械室横には、採光と将来的な機械類の入替に伴う搬入を考慮してドライエリア

を設ける。 

・ 大ホールの断面図について、座席の前後間隔は１ｍ、プロセニアムの高さは９ｍとなっ

ている。鑑賞室は立見席に人がいてもステージが見える高さを確保している。 

・ 瞰望岩から見える施設の外観についても、個性を出していきたい。 
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【意見】 

発言者 内容 

本間委員 大ホールの立見席は何列くらいになりますか。 

コンサル 観賞室前となると、観賞室の人の視線を遮る断面形状になっています。立

見を想定するとなると、横のスペースを多めにとってあるので、そこで２

～３列くらいの立見が出来ると思います。 

本間委員 後部座席と立見との間にポールなどがあるイメージですか。 

コンサル あるイメージです。立見席については、今後検討しなければいけない部分

です。今回ホールをつくるにあたり、６０４席しっかり座れて、しっかり

音響が確保出来るホールを目指しているので、立見席については、今後の

使い方によってどう使われるかの議論になってくるかと思います。最初か

ら立見を検討するということであれば、形状が変わってくると思います。 

横田部会長 吹奏楽の大会などで、もしかしたら立見が出るかもしれないが、一般的な

お客さんを最初から立見するようには考えていないと思います。演奏が終

わった子どもたちが、次の演奏を見る際に使用するイメージです。 

佐藤委員 補助的なスペースということですね。 

伊藤委員 ２階の非常口はどのように考えていますか。 

コンサル 建築基準法的な避難経路は、階段を主に考えており、階段は３つありま

す。基本的には二方向避難が求められていて、ここに立たれた場合はこっ

ちの階段も使えるし、こっちの階段も使えるというように、建築基準法上

の基準で行っています。 

伊藤委員 建築法上はそうかもしれませんが、消防法上はどうなのでしょうか。 

コンサル 消防法上では進入路というものがあり、３階建て以上の建物では進入路を

つくらなければいけないなど規定がありますので、条例に基づいてそれを

満たすような想定をしています。基本的に２階建てであれば、進入路を設

けず、階段で対応できると思います。 

伊藤委員 エレベーターが２基ありますが、同じ大きさですか。 

コンサル エレベーターの使い方について、皆さんと擦り合わせをしていかなければ

いけないのですが、こういった施設では、通常ストレッチャーが入る大き

さを設置するので、かなり大きなものにはなります。車イスの方も入れま

すし、太鼓の大きさも重要になってきます。備品も地下にどういったもの

を置くかによって、間口の大きさを検討しなければいけません。 

伊藤委員 太鼓を地下に置くので、地下側のエレベーターを大きくしてほしいと思い

ます。 

コンサル その点については用途を踏まえて計画していきたいと思います。 

高桑委員 小ホールの壁が点線で表現されているのは何ですか。 

コンサル 壁を想定していますが、この席数以上の使い方が発生した場合に、稼働間

仕切りとして開放できるよう考えています。なお、遮音性能も考えて二重

にしています。 

高桑委員 小ホールのステージには裏から入れないのでしょうか。 
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コンサル 倉庫５から入れるようになっています。主にスタッフや裏方が入ることに

なると思います。 

高桑委員 倉庫５には何を入れるのでしょうか。 

コンサル 主に機材などを収納することになると思います。椅子やテーブルなどは、

倉庫６に収納するイメージです。 

 

  （３）旧ふぁーらいとの活用について 

説明要旨 

（地域拠点施設準備室 今井） 

・改修案について確認。 

・展示・物販スペース、ホール、可動式ステージ、調理実習室、事務室を設置。 

・工場だった部分を事務室にして、観光協会の事務所とする予定。 

・もともとあった事務室については、高齢者勤労センターの事務所とする案もあり、今後協

議していく予定。 

・２階には、大中小３つの会議室を設置。 

 

【意見】 

発言者 内容 

事務局 展示・物販スペース部分に、当初は観光協会の事務所を設置する予定でし

たが、建物の給排水の関係で、この部分に設置すると経費が掛かってしま

うため位置を変更しました。 

横田部会長 ふぁーらいとについては、この改修案をたたき台にして、使い方を含めて

検討をお願いします。 

 

（４）その他 

 

３ 次回の日程について  

説明要旨 

・次回は、９月２５日の週に開催を予定。日程調整をして、改めて案内する。 

 

 

４ 閉会  

   （午後７時２５分閉会） 
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別紙 

第５回（仮称）えんがる町民センター建設検討協議会施設部会出席者名簿 

区分 氏名 団体名等 備考 

委員 横 田 昌 弘 遠軽町文化連盟 部会長 

委員 伊 藤 榮 三 元遠軽町文化センター等を考える会会長  

委員 本 間 克 明 遠軽商工会議所  

委員 秋 田   博 えんがる商工会  

委員 平 間 喜 弘 遠軽がんぼう太鼓同好会  

委員 髙 桑 健 次 一般公募、元遠軽町文化センター等を考える会委員  

委員 佐 藤   登 一般公募  

オブザーバー 小野寺 正 彦 民生部住民生活課長  

オブザーバー 金 沢 一 彦 経済部建設課長  

オブザーバー 井 上 隆 広 経済部建設課主幹  

オブザーバー 落 合 一 実 経済部水道課長  

オブザーバー 堀 嶋 英 俊 教育部社会教育課長  

事務局 加 藤 俊 之 総務部長  

事務局 斉 藤 隆 雄 総務部地域拠点施設準備室長  

事務局 今 井 昌 幸 総務部地域拠点施設準備室参事  

事務局 中川原 英 明 総務部地域拠点施設準備室  

コンサルタント 株式会社石本建築事務所札幌支所 ２名 

コンサルタント 日本都市設計株式会社 １名 

計 １９名   

欠席：橋口理教委員（遠軽青年会議所） 

髙橋利明委員（北見地区吹奏楽連盟遠軽支部） 


